
 

10 月度「京都学ラウンジ ミニ講座」（開催報告） 
 

平成 29 年 11 月２日 

京 都 学 ・ 歴 彩 館 

０７５―７２３－４８３５  

 

 

この度、京都学ラウンジの利用を促進するため「京都学ラウンジ ミニ講座」を開始し、

10 月 12 日（木）～11 月 2 日（木）にかけて４回開催しましたので、下記のとおり報告し

ます。 

 

記 

 

■ 日  時  平成 2９年 10月１２日（木）・１９日（木）・２６日（木） 

１１月２日（木） 

         いずれも１３：３０～１４：００  

 

■ 会  場  京都府立京都学・歴彩館 京都学ラウンジ 

■ 参加者数  ３５名（１２日）、３２名（１９日）、３０名（２６日） 

２５名（１１月２日）  合計 １２２ 名 

■ 内  容 

講師  京都府立京都学・歴彩館 京都学推進課 吉岡直人 

「日記を書く貴族たちー平安貴族の日常を垣間見る－」（全４回） 

①貴族の日記は何に書く？ ②平安貴族は何故日記を書いたのか 

③大臣大饗にみる貴族の優雅さと堅苦しさ ④平安貴族は雲の上の存在？それとも･･･ 

レジュメを配付するとともにパワーポイントを使って説明。 

■ 講座の様子 

当初第１講は１０月２日に開催の予定であったが、講師の都合により急遽、一週遅ら

せての開催となった。こうした事情から参加者の出足が心配されたが幸いにして各回２

５名を越える方に来ていただいた。７・８・９月とは異なり講座の内容が平安時代の話

であったこともあり、常連となっている参加者に加え、新たな客層にご参加いただけた。

講座では、講師所蔵の『中右記』コロタイプ複製を提示し、受講者の視覚に訴える取り

組みをおこなった。各回参加者より質問もあり、活発な議論が交わされた。最終の第 4

講は１１月にずれ込んだことが影響し、参加者数が減少したのが悔やまれるものの成功

裏の内に講座を終えることができた。なお、１０月２日（木）は予定を変更し平井副館

長の特別ミニ講座を開催した。 

        

 


